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「これからの幼児教育」ウェブサイトでは
全ての記事を無料でダウンロードできます

第１特集

データから見る幼児教育

明日の保育につながる
振り返り

３～５歳児家庭の読み聞かせの現状

インタビュー

子どもの「育ち」や「思い」を
振り返ることで保育の質は高まっていく
聖徳大学大学院教職研究科教授　篠原孝子
ケーススタディ

どうすれば、次につながる振り返りになる？
よくありがちな振り返りをもとに考える
事例

同僚間での振り返りを充実させ、
日々の保育の質を高める
きらきら星幼稚園（福岡県・私立）
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◎過去１年間の特集テーマ

２０１４年　秋号　保育の質を高める遊びの「理解」と「援助」
２０１４年　夏号　幼児教育に求められる「遊びの質」とは何か
２０１４年　春号　集団の中で「主体性」を育むために園ができること
※本誌は最新号、バックナンバー等の追加発送は行っておりません。

http://berd.benesse.jp/magazine/en/ latest /	または　ベネッセ　これからの幼児教育　で 検索

※ここでご紹介した内容、デザインなどは変更になる場合があります。

Reader’s Voice／編集後記17

　今年度も残り２カ月弱となりました。卒園・修了式の準備な

どを進める中で、次の１年に向けて今年度の振り返りを始めて

いる園も多いのではないでしょうか。

　保育制度が新しくなる今、園現場では保育の質向上に向けて、

日々の保育の振り返りや反省を行い、次の計画に生かしていく

ことがこれまで以上に求められています。

　今号の特集では、一人ひとりの保育者が保育実践を評価し、

明日の保育につなげていく「振り返り」のポイントを取り上げ

ます。日々、忙しい中で、子どもの実態や思いをとらえる視点

を事例をもとにご紹介します。

　よりよい保育を目指していくために、日々の振り返りを少し

意識するところから始めてみませんか。

『これからの幼児教育』編集長　橋村美穂子
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　保育者にとって保育日誌や保育記
録などによる振り返りは、日常的な
営みと言えるでしょう。しかし、振
り返りの内容は園や保育者によって
千差万別で、保育の質の向上にうま
く生かされていることも、そうでは
ないこともあるようです。
　改めて保育を振り返ることの意味
を考えてみましょう。
　幼稚園教育要領の第１章第１に

は、「幼児との信頼関係を十分に築
き、幼児と共によりよい教育環境を
創造するように努めるものとする」
と書かれています。この意味すると
ころは、保育とは、保育者が一方的
にするものではなく、子どもと信頼
関係を築いて、一緒によりよい状態
を目指して創造的につくりあげて
いくものだ、ということです。保育
者にとっては、非常に重い意味をも
つ一文と言えます。幼稚園教育要領
を例示しましたが、保育所において
も基本的な考え方は同じです。

のにするためにはまず、保育者の願
いを受けて、子どもがどのような姿
を見せたかを振り返る必要があり
ます。それをもとに、子どもが抱い
た思いを実現するために、明日、ど
のような保育を展開するべきかを
考えます。つまり、充実した振り返
りをしなくては、よりよい保育をつ
くりあげることはできないのです。

　具体的な場面に当てはめて考え
てみましょう。
　ゴムを使った製作コーナーで、子
どもたちが遊んでいるとします。保
育者は、「子どもが遊びに集中した
のはよかったけれど、子どもにもう
少し科学的な視点をもってほしい」
と振り返り、課題を整理しました。
この保育者は、例えば、「科学的な
視点がもてるように、どのような声
かけをするべきか」「科学的な視点
に気づくように、どんな教材や環境
を用意したらよいか」などと検討
し、明日からの保育をより充実させ
ていくでしょう。
　このように振り返りは保育の質
の向上に生かされるだけでなく、保
育者自身が成長するためにも欠か
せません。保育のねらいと、それを
受けた子どもの反応を照らし合わ
せて振り返ることの積み重ねは、保
育者を大きく成長させます。保育の
本質は、一人ひとりの子どもが伸び
ようとする意欲や可能性を支える
ことです。そのために保育者ができ
ることを見つけ出すための最良の
方法こそが、振り返りと言っていい
でしょう。

　視点を変えて、保育を取り巻く社
会状況の変化に目を向けてみましょ
う。2015 年春から施行される予定
の新制度のもと、国の子育て関連の
予算が増額されると、これまで以上
に保育の質が社会から求められるよ
うになるのは自然な流れでしょう。
また待機児童問題が解消に向かい、
保護者の園選びの選択肢が増えれ
ば、家からの距離など利便性に加え、
保育の質も重要視されるようになる
でしょう。こうした流れを考えても、
保育の質の向上に欠かせない振り返
りの重要性は、ますます高まってい
くと言ってよいでしょう。

　次に、振り返りが保育の質向上に
結びついていないケースを挙げ、課
題を考えてみたいと思います。
　園でよく見られるのは、「みんな
で○○をして遊んだ」「○○が盛り
上がってよかった」など、その日に
あった事実だけを書いている振り返
りです。これでは単なる記録にとど
まり、子どもの育ちは見えません。
　こうした振り返りになってしまう
要因は、いくつか考えられます。ま

ず経験の浅い保育者に多く見られる
のが、子どもの姿から育ちを読み取
れなかったり、背景にある要因をと
らえられなかったりするケースで
す。どのような育ちにつながるかが
予測できないため、振り返りが浅く
とどまりがちです。養成校によって
は、こうした振り返りに関わる学習
をあまりしないことがあるため、新
人や若手の保育者にとって、最初は
難しいことかもしれません。
　似たケースですが、遊びの中の学
びの質を読み取ることが難しいこと
もあります。遊びの中の学びという
考え方は登場して日が浅いため、あ
まり意識していないベテラン保育者
も少なくありません。遊びの中の学
びをどう読み取るかを学生のとき
に、十分に指導されていない場合が
あるという課題もあります。
　遊びの中の「学び」は、「育ち」
と言い換えられます。日頃から、こ
れを意識しているかどうかは、子ど
もの育ちに直結する問題ですので、
今後、研修などを通して園内で共通
認識としていくとよいでしょう。
　同じく事実ばかりの振り返りにな
る要因として、行事や活動に追われ、
日々の保育を通した育ちが重視され

●保育日誌での振り返りでは、保育者によって振り返り具合に大きな差があります。
振り返りの記述を増やせば保育者に負担がかかるし、少なくすれば保育が充実しな
い……大きなジレンマを感じます。（岐阜県・私立幼稚園）

●振り返りで保育の自己評価や分析を行っていますが、保育の改善につながってい
る実感がなかなか得られません。（大阪府・公立幼稚園）

●日々の保育の振り返りはなかなかできず、多忙さに毎日流されています。行事の
あとや、職場会議のときなど、子どもの様子を伝え合い、保育者の関わりなどに関
して話し合うように努めています。（富山県・公立保育園）

　こうした視点から保育について考
えたとき、振り返りの重要性が見え
てきます。明日の保育をよりよいも

子どもの「育ち」や「思い」を
振り返ることで保育の質は高まっていく

振り返りを明日の保育につなげるためには、どのようなことを心がけるべきでしょうか。
聖徳大学大学院教授の篠原孝子先生が、振り返りの際に押さえておきたい５つのポイントを説明します。

保育の質を高めるためには
充実した振り返りが不可欠

振り返りの積み重ねが
保育者を大きく成長させる

振り返りが難しい要因は
観点のズレや経験不足にある

インタビュー

明日の保育につながる
振り返り

子どもの実態をとらえて成果や課題を整理する「振り返り」は、保育の質を
向上させるだけではなく、保育者の成長にとっても欠かせません。

しかし、日々の忙しさもあり、なかなか振り返りができないという声も聞かれます。
明日の保育につながる振り返りとはどのようなものかを考えていきます。
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聖徳大学大学院教職研究科教授

篠原孝子　しのはら・たかこ

◎東京都公立幼稚園で３１年間幼児教育に
携わった経験をもつ。元文部科学省初等中
等教育局幼児教育課教科調査官。共著に『３・
４・５歳児の指導計画書き方サポート』（ひ
かりのくに）など。

全国の園長先生の声

※２０１４年秋号読者モニターアンケートより
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明日の保育につながる
振り返り
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ていない場合があることも挙げられ
ます。こうした園では、「運動会に
向けて何ができたか」「制作物はど
こまで進んだか」など、行事や活動
の成果に注目した振り返りが見られ
ることがあります。
　ほかにも改善が求められる振り返
りとして、子ども側の課題は書かれ
ているけれど、保育者自身の振り返
りが見られないケースもあります。

これは、比較的経験豊富で、保育に
自信のある保育者に多く見られる傾
向があります。「こういう環境を設
定したら、こんな反応があるはず」
といった考えが強く、その通りにな
らないと子どもの側に課題があるか
もしれないと考えてしまうのです。
　以上のような課題を踏まえ、振り
返りのポイントを具体的に考えてい
きましょう

　長期的な発達のプロセスの見通し
をもち、その中に目の前の子どもの
姿を位置づけて振り返ることが大切
です。長い目でとらえていかない
と、子どもの育ちを適切に読み取れ
なかったり、活動中心の保育になっ
たりする危険性があります。
　本来、遊びや活動は、子どもの実
態に合わせて検討するものです。「５
歳だから、遊園地ごっこをやろう」
などと、子どもの姿を見ずに、活動
ありきで考えるのは望ましくありま

　振り返りをしていると、どうして
も課題に目が向きやすくなります。
もちろん、よりよい保育をつくりあ
げるためには課題をクリアーしてい
く必要はあります。しかし、日々、
しっかりと子どもに向き合っていれ
ば、課題だけではなく、喜ばしい育
ちもたくさん目に入るはずです。

　遊びの中の学びは、子どもの育ち
にほかなりません。子どもが楽しく
遊んでいたら、その状況だけでなく、
どのような学びがあったかに注意し
て振り返るとよいでしょう。
　例えば、４歳児のＡくんとＢくん
が砂場遊びをしていましたが、なか

　経験の浅い保育者が、初めから深
い振り返りを書くのは難しいでしょ
う。また、ベテランであっても、学
ぶ機会がなければ、なかなか意識は
変わらないものです。
　保育者が気軽に相談し合ったり、
話し合ったりできる雰囲気が園内に
あると、園全体の保育の質が高まり
やすくなります。特に若手の保育者
は援助の引き出しが少なく、子ども
の課題が見えても、どうすればよい
かわからずに悩むことがよくありま

せん。発達のプロセスを踏まえ、例え
ば「５歳児には友だちとイメージを
伝え合い、ともに遊ぶ楽しさを知っ
てほしい」といった保育者の願いが
実現できる活動を検討し、その結果
として出てきた案が「遊園地ごっ
こ」だったとしたら、それは自然な
流れと言えます。そのように子ども
の実態把握に基づいた保育者の願い
がはっきりとしていれば、振り返り
の観点も明確になるでしょう。
　発達のプロセスは、園内で共通理

　ですので、マイナス面ばかりを見
ずに、「楽しかったこと」や「でき
るようになったこと」など、子ども
のよさをさらに伸ばすような振り返
りも心がけましょう。
　園長先生や管理職の先生が、若手
の保育者にアドバイスをするとき
は、「今日、楽しかったことは何？」

なか意思疎通がうまくいかなかった
とします。そんなときに「まだ気持
ちが通じ合わないようだ」といった
振り返りで終わらず、遊びを通し、
どのような育ちの可能性があったか
を掘り下げて考えましょう。もしか
したら、Ａくんはまだ言葉で気持ち

す。そんなとき、同僚が自然とアド
バイスできるような雰囲気をつくり
たいものです。
　みんなが集まれる場所に、お茶や
お菓子などを置いてリラックスでき
る環境をつくれば、そのような雰囲
気が生まれやすくなるでしょう。ま
た、園長先生や管理職の先生は、指
導するというより、一緒に考えると
いう姿勢を心がけるとよいでしょ
う。

解を進めるとともに、長期計画や指
導計画に反映させると、若い保育者
も参考にしやすくなります。

「誰が特に楽しそうだった？」「ど
うして楽しかったのだと思う？」
「もっとほかの子どもも楽しくなる
ためには？」などと、思考がどんど
ん前向きになるような質問を投げか
けるとよいでしょう。

を表すことができず、Ｂくんが理解
してくれるのを待っていた状態かも
しれません。仮にそうだと見取った
ら、Ａくんが言葉で気持ちを伝えら
れるように橋渡しをする援助が、明
日の保育では望まれるかもしれませ
ん。

　保育の基本は、一人ひとりの子ど
もと信頼関係を築くことです。それ

がしっかりとできていれば、子ども
は自然と伸びていきます。

　信頼関係が十分かを確認するため
にも、振り返りではクラスやグルー

プ全体をひとくくりにして考えるの
ではなく、保育者と子ども一人ひと
りとの関係性に着目しましょう。実
際に記録には残さなくても、子ども
の名前を思い浮かべて振り返るよう
にするとよいでしょう。
　保育中に全体の動きにばかり目が
向いていると、振り返りの際に個々

の子どものイメージが浮かばないこ
とがあります。同時に全員の気持ち
を受け止めるのは不可能ですから、
「今日は、特にこの５人をしっかり
と見よう」などと、あらかじめ重点
を置く子どもを決めておくといいで
しょう。常に全体を見ようとしてし
まうと、いつまでも一人ひとりへの

理解が深まらず、信頼関係が深まら
ないこともあります。
　また、みんなで活動に取り組んで
いる場面では全体を、それぞれで遊
んでいるときは個々の子どもの関わ
りに着目するなど、状況によって見
方を変化させましょう。

保育は最初から形があるわけではなく、子どもと一緒に、日々、成長させていくものだと言える

でしょう。保育とは「生き物」であると、つくづく思います。

　子どもは自ら伸びる可能性を秘めた存在です。私たちは、そのことを信じることから出発し、どうすれば成長を支える

ことができるかを考え続けたいですね。そして、子どもを核として、保育者も成長していきます。そのための最初の一歩は、

自分の保育を振り返ることだと考えています。

現場の
みなさんへ

明日につながる振り返りの５つのポイント

発達のプロセスの見通しをもちながら今の姿を見る1

前向きな振り返りをしよう4

遊びの中の学びに着目する2

ひとりで悩まず、みんなで深め合おう5

その日重点を置く子どもを決めておく3

4

明日の保育につながる
振り返り
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振り返りに必要な思考の流れの一例（４歳児クラス・９〜１０月） 東京都品川区・城南幼稚園　金子理奈先生の週日案を参考に作成図１

計画

振り返り

　週の振り返りに必要な思考の流れ
の一例を図示したのが次ページに
ある図１です。各園で振り返りの
フォーマットは異なると思います
が、振り返りの観点を確認するもの
として参考にしていただければと思
います。
　図は、大きく分けて「計画」と「振
り返り」で構成されていることにお
気づきかと思います。これは、計画
と振り返りはまさに表裏一体の関係
にあり、分けて考えることはできな
いからです。振り返りとは、必ず、
計画を踏まえて行われるものなので
す。
　思考の流れをＡから順番にたどっ
ていきましょう。
　最初の【Ａ】子どもの姿（実態）
には、目の前の子どもの育ちや思い、
状態、興味・関心などから重要と思
われるものを記入します。次に、そ
うした姿が見られる理由や要因が、
【Ｂ】子どもの姿の背景（保育者の

読み取り）に入ります。
　前週もしっかりと振り返りができ
ていれば、【Ａ】と【Ｂ】は書きや
すいでしょう。なぜなら、前週の【Ｇ】
振り返りの内容が、この【Ａ】【Ｂ】
の参考になるからです。そのように
計画と振り返りは、常に連続してい
るのです。

　次に、【Ａ】【Ｂ】の内容を踏まえ、
【Ｃ】週のねらいを検討します。子
どもの願いや思い、興味・関心など
を生かして、どのような育ちを実現
したいかを書きましょう。目先の成
長にとらわれず、長期的な発達を念
頭に置くことが大切です。
　続いて【Ｃ】を達成するための具
体的な体験を、【Ｄ】ねらいを実現
するための体験や内容に記入しま
す。ここは、長期の指導計画とも関
連しますが、いかに目の前の子ども
の実態を踏まえて設定するかが、子
どもの育ちを促すポイントと言える
でしょう。
　【Ｅ】保育者の援助は、【Ｄ】を
実現するための援助の内容で、【Ａ】
を踏まえて検討します。できるだけ
具体的に書くことが大切で、援助方
法の引き出しの多さが問われる項目
でもあります。

　ここから「振り返り」のプロセス
に入ります。【Ｆ】振り返りの観点
は、【Ｃ】と【Ｅ】を連動させて、
どのような姿が見られたら、ねらい
が達成されたと言えるかを予測して
書きます。非常に重要な項目で、こ
こが明確になっていなければ、ね
らいを踏まえた振り返りができず、
「計画」と「振り返り」の連続性が絶
たれてしまいます。

　観点は、できるだけ具体的に書く
ことが望ましいのですが、その内容
は保育者の経験値によって大きく左
右されます。というのは、経験が浅
いと、ねらいが達成された状態が、
どのような子どもの姿として表れる
かが具体的にイメージできず、どう
しても抽象的な内容になってしまい
やすいからです。逆に経験が豊富な
ほど、子どもの姿が想像できるため、
観点が具体的で豊かな表現となりま
す。
　観点がなかなか思い浮かばなけれ
ば、最初は【Ｃ】とほとんど同じ内
容で構いません。子どもの姿の視点
からだけでなく、保育者の援助がど
うだったかという視点でも振り返る
とさらに効果的です。
　そして、保育が終わったあと、【Ｇ】
振り返りの内容を検討します。【Ｆ】
から、その日の子どもの姿を振り返
りましょう。子どもの言動にとどま
らず、自分の援助が子どもの育ちに
どのような影響を与えたかを謙虚
な姿勢で振り返ってください。【Ｇ】
の内容が事実だけになってしまう
と、今後の「計画」に結びつきにく
くなります。
　ここまで振り返りの基本的な流れ
について説明しましたが、新人や若
手の保育者にとっては、少々ハード
ルが高いかもしれません。単に記入
欄を埋めようとすると負担が大きい
ものです。それぞれの意味が理解で
きるように園長先生や管理職の先生
が説明するとよいでしょう。

子どもの姿（実態）

振り返り〈9/29〉

週のねらい〈9/29（月）〜10/3（金）〉

ねらいを実現するための体験や内容

保育者の援助

子どもの姿の背景（保育者の読み取り）B

A

G

C

D

E

理
由
や
要
因
を
読
み
取
る　期や月のねらいなどを踏まえて検討する

援助の計画と子どもの姿を踏まえて振り返る

ねらいや実態を踏まえて、望まれる体験を検討する

望まれる体験を実現するための援助を検討する

振り返りの観点F

ね
ら
い
と
連
動
さ
せ
る

この週の振り返りの積み重ねが「次週のねらい」と「子どもの姿」などへ続く

上記の週日案の手書き実例をＷＥＢで公開中！　
詳しくはベネッセ教育総合研究所ＨＰをご覧ください。http://berd.benesse.jp/magazine/en/

以下の内容は振り返りをするために必要なＰＤＣＡサイクルの流れの一例であり、実際の計画や振り返りは各園の特性を生かして取り組んでください。

計画と振り返りは
表裏一体の関係にある

的確に振り返ることで
明日の計画が充実する

計画の視点から
よりよい振り返りを考える
さらに振り返りを深めていくためには、どのような視点が求められるでしょ
うか。篠原先生の監修のもと、編集部がご提案します。
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篠原　振り返りの前段階であるね
らいが、少し曖昧な印象を受けまし
た。想像ですが、運動会が近い時期
なので友だちと協力して競争する
おもしろさを感じ、仲間意識や役割
意識をもってほしかったのではな
いでしょうか。そのあたりをもう少
し詳しく書くと、振り返りの観点が
シャープになり、また、発達のプロ
セスの見通しをもったねらいにな
るはずです。さらに、１日の振り返
りなのに、ひとつの活動しか言及さ
れていないことも気になります。
磯部　子どもの姿より、保育者が設
定する活動を優先してしまってい
たのかもしれません。
篠原　登園してから降園するまで、
いろいろな姿が見られるのに、その
日の主活動だけに着目し、ほかの生
活や遊びの場面を振り返らないと
いうケースは、割とよく見られま
す。子どもは一部の活動だけで育つ
わけではありませんから、重点を置
く子どもやほかにも注目したい活
動を決めておくなどして振り返り
をする必要があるでしょう。

篠原　子どもの様子だけしか書か
れていないのも、残念ですね。子ど
もの行動の背景にある思いや願い
を読み取るとともに、もっと育ちを
促すためには、どのような援助が必

要かを考えたいところです。
磯部　そうですね。ルールは単純で
すが、負けたら悔しさを抑えて金貨
を渡さなければならないなど、子ど
もの育ちが表れやすいゲームでもあ
ります。子どもの姿から育ちや課題
を読み取れば、次の援助が自然と見
えてくるでしょう。
　例えば、振り返り①では、「みん
なが守れていた」と書かれています
が、もしかしたら、前回は悔しくて
金貨を渡せなかった子どもがいたか
もしれません。その場合、ルールが
守れるようになった背景には、どの
ような成長や学びがあったかを掘り
下げると、「まだ課題が見られる子
どもには、こういう援助をしよう」
といったアイディアが生まれます。
篠原　「ルールが守れた」で終わら
ずに、さらなる成長を見据えること
が大事です。振り返り②から、協同
したことによる成果を感じられてい
ない子どもがいることがわかります
が、振り返りでは「それはどうして
か」「今後どうするか」といった視
点で検討する必要があります。「ど

うして、そこまで自分が１番である
ことにこだわるのだろうか」と考え
ることがきっかけとなって、日常の
保育のあり方を見直すことにつなが
るかもしれません。
磯部　振り返り③では、１位ではな
いグループは不満なまま遊びを終え
ました。こちらについても、もっと
理由や対策を検討した方がいいで
しょう。
篠原　次への意欲をどう生み出すか
は、保育において非常に重要なテー
マです。その点を踏まえて振り返る
といいと思います。
磯部　例えば、負けたグループには
「あと○個ずつ取れたら、１位だっ
たね」といった声をかければ、意欲
が高まるかもしれません。
篠原　そういう援助があれば、目的
が具体的になりそうですね。この時
期は、みんなで共通して目的に向か
う気持ちを育てることが大切です。
そうした気持ちを支える援助につい
て、振り返りを通して考えると、翌
日以降の保育につながるのではない
かと思います。

◎５歳児が金貨取りゲームで大盛り上がり
　運動会を間近に控えた９月下旬、５歳児の子どもたちが、じゃんけんをして勝っ
たら相手の金貨がもらえるゲームをしました。ゲームは、５人ずつの５グループ対
抗で行われ、グループで集めた金貨の数を競いました。すでに何度か体験していた
ため、子どもたちはルールをきちんと守り、次々と相手を探して楽しんでいました。
あちこちで「やったー！」「負けちゃった！」といった楽しそうな声が上がりました。

◎個人とグループの成果を混同する子どもも……
　金貨がどんどん増えていくグループもあれば、なかなか増えないグループもあり
ました。最後に金貨を数え、１位から５位を決めました。１位のグループは大喜び
していましたが、ほかのグループの子どもたちは不満そうな表情を見せていました。
また、「自分はこんなに集めたから１位だ」と、個人とグループの成果を混同してい
る姿も見られました。

この日の
ねらい

振り返りの
観点

振り返り

Ｐ８の振り返りをどう変えると明日の保育につながるか？　その一例をＷＥＢで公開中！　詳しくはベネッセ教育総合研究所ＨＰをご覧
ください。http://berd.benesse.jp/magazine/en/

どうすれば、次につながる振り返りになる？
よくありがちな振り返りをもとに考える
振り返りをしているのに、なかなか保育の質が高まらないと感じることはありませんか。

課題が見られる振り返りを例にとり、
篠原先生とベネッセ教育総合研究所・磯部頼子顧問が改善に向けた視点を提示します。

表面的な状況の読み取りにとどまっているケース
経験の浅い保育者にありがちなのが、表面的な状況の読み取りにとどまった振り返りです。

どのような視点を取り入れたら、充実した振り返りとなるのでしょうか。

ねらいを具体的にすると
振り返りの観点がシャープに

遊びの中でどういう成長や学びが
あったかを掘り下げて読み取る

ケーススタディ

事実だけを書かずに背景にある育ちや学び、思いを読み取ろう

ある日の保育中の様子（９月下旬）

その日の振り返り
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篠原　最初にねらいに関してふれる
と、この日のねらいとしては要素を
盛り込み過ぎだと感じます。もう少
し絞って重点を置いた方がよいで
しょう。これが週のねらいであれば、
あまり問題はないのですが。
磯部　確かに要素が多いですね。そ
のため、振り返りの観点も大ざっぱ
になっています。もう少しねらいを
具体的に書くと、子どもの姿が読み
取りやすくなるでしょう。
篠原　この振り返りのよいところ
は、保育者自身の関わりや気持ちが
具体的に書かれていることです。こ
うした内容があると、次の保育につ
ながりやすくなります。
磯部　そうですね。ただし、「感想」
というレベルにとどまっているのは
残念です。
篠原　重点を置いて見た子どもの名
前を挙げていて、全体的に状況説明
が細かく、エピソード記録のような
内容ですが、それ自体は悪くありま
せん。ただ、もう少し深く踏み込め
るといいですね。例えば、振り返り
③から、リレーが続かなかったこと
を残念に思い、悩んでいる様子がう
かがえます。ここで、どうして続か
なかったのかを追究する姿勢がある
と、次に生かしやすくなるでしょう。
　人数やルールについてフォローし
ていますが、それでもやめてしまっ
たのですから、何らかの原因があっ
たはずです。これは振り返りに書か

なくてもよいですが、こういう場合
は先輩保育者などに相談すると、ヒ
ントをもらえることが多いもので
す。

磯部　振り返り②のエピソードは、
「これまでの経験が遊びに生かされ
ていた」と、よかった事例として書
かれていますが、Ｄちゃん以外の子
どもの姿が気になりました。ほかの
子どもがどういう動きをしていたの
か、役割分担をしようとしていたの
か、といった視点から全員の気持ち
を読み取り、Ｄちゃんに助言できる
とよかったと思います。
篠原　Ｄちゃんがふだんはおとなし
い子どもだとしたら、今回、中心的
に動いているのを尊重してもいいで
しょう。逆に、いつもひとりで遊び
を進めてしまうような場合は、もっ
とほかの子どもの役割を考えられる
ように援助したいところです。
　この日のねらいとして、考えや思
いを伝え合ったり、認め合ったりす

ることを味わわせたいと書かれてい
ます。ところが、ねらいを達成させ
るような援助はあまり見られませ
ん。Ｄちゃんに対して、猫になった
ふたりの気持ちを、どう伝えるかが
ポイントだったのではないでしょう
か。そのあたりの援助について十分
に振り返りたいところです。
磯部　ところどころ課題は見られる
ものの、ねらいを達成できている場
面も見られますね。
篠原　そうですね。子どもの動きを
きちんととらえているのですから、
自分の援助に対して、観点を踏まえ
た振り返りがあると、よりよかった
と思います。例えば、運動会を意識
させるというねらいは、子どもが自
発的にリレーをする姿からも達成さ
れていると言えます。逆に、気持ち
を伝え合えなかった姿も見られます
から、その点に関しては謙虚な姿勢
で振り返るといいと思います。その
ように成果や課題を整理できると、
気持ちを切り替えて明日の保育に向
かえるでしょう。

◎盛り上がりに欠けたお茶会ごっこ
　登園後の自由遊びの時間には、５歳児の子どもたちはグループに分かれて、いろ
いろな遊びをしていました。
　Ａ・Ｂ・Ｃの３人は登園後すぐにウサギの世話をして、砂場や製作コーナーに向
かいました。
　Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇの女児４人は、お茶会ごっこをしました。Ｄが中心となり、自分
でお茶をたてたり、客に運んだり、遊びを取り仕切っていました。ほかの子どもに
も関わってほしいと考えた保育者が客として参加すると、ほかの子どもも客になり
ました。しかし、最後まで子ども同士の会話はあまり見られませんでした。

◎リレー遊びの途中に仲
なかたが

違いが発生
　男児６人は運動会を意識して、リレーを始めました。最初は盛り上がっていまし
たが、何度か遊ぶうちに、ＨとＩが言い合いを始めました。その場を離れていた保
育者は原因を推測し、人数の調整やルールの確認をしました。しかし、仲直りはで
きず、リレーをやめてしまいました。

この日の
ねらい

振り返りの
観点

振り返り

Ｐ１０の振り返りをどう変えると明日の保育につながるか？　その一例をＷＥＢで公開中！　詳しくはベネッセ教育総合研究所ＨＰをご
覧ください。http://berd.benesse.jp/magazine/en/

表面的な感想で終わり、課題に踏み込めていないケース
感想で終わってしまうような振り返りも、次の保育につながらないことがあります。

もう一歩踏み込むことで次の保育につながりやすくなるでしょう。
「感想」にとどまらず
原因を追究する姿勢を

自分の援助に対する
振り返りも重要

感想から一歩踏み込んで援助の成果や課題を謙虚に振り返る

ある日の保育中の様子（１０月下旬）

その日の振り返り
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　本園では、保育の日常的な振り返
りは、毎週金曜日のカリキュラム会
議で行っています。学年ごとに保育
者が集まり、その週の課題を洗い出
し、次週の活動内容と留意点を確認
していきます。
　以前、このカリキュラム会議では
「週案」と呼ばれる保育記録を使用
していました（図２参照）。本園は
創立 36 年を迎えましたが、この週
案は４度目の改訂を経てできたもの
です。つまり、保育者や子どもたち
の状況を見ながら、より使いやすい
様式へと見直しを図ってきたわけで
す。
　しかし、ある頃から、統一した様
式で振り返りを行うことで、保育者
一人ひとりの保育観、個性が表出さ
れにくくなっていると感じるように

なりました。園における振り返りは、
目の前の子どもたちをとらえ、明日
の保育に直接生かしていくためのも
のであり、記録し、管理職のチェッ
クを受けることが目的ではありませ
ん。
　私は、保育で大切なのは保育者の
主観、保育観だと考えています。も
ちろん、ここでの主観は自分勝手な
感覚のことではありません。保育を
つくっていくためには、自分の保育
観を同僚に提示し、具体的な保育の
形として説明することが大切です。
保育者が自らの保育観をみがき、同
僚に示していくには、ひとつの型に
はまった振り返りにこだわる必要は
ないと考えたのです。
　そこでここ数年、園では週案の書
式を使う代わりに、保育者一人ひと
りがノートを用意し、話し合いの中
で気づいたことや感じたことを自由
に書きとめて、振り返りを行ってい
ます。新任の保育者には週案を参
考に、振り返りをもとに次週のカ
リキュラムを精査する PDCAサイ
クルの視点を説明しますが、週案の
書式自体を使うことは求めていませ
ん。
　園、学年としてのねらいは同じで
も、その実現に向けて、自分の保育
を展開してもらいたいし、自分が一

番考えやすい形で保育を振り返って
もらいたいと私は思っています。そ
うでなければ、多忙な現場で振り返
りはいつか形骸化し、保育も停滞し
てしまいます。

　金曜日のカリキュラム会議は、お
菓子を食べながらリラックスした雰
囲気で行われています。雑談のよう
に自由に、ときにそれぞれの保育観
をぶつけ合いながら、よりよい保育
を対話の中でつくりあげていくこと
ができていると感じます。多忙な保
育者に、事前に振り返りの内容をま
とめておくことも、会議の内容を提
出することも求めません。熱が入れ
ば何時間も話し合いを続ける保育者
に対する信頼があるからです。もち
ろん、学年の中心となる力量ある学
年主任の存在も大きいです。
　とはいえ、園長として一人ひとり
の保育者が今どんなことを考えてい

るのか、知りたい気持ちもあります。
そこで保育者と園長をつないでくれ
るのが「交換ノート」です。それぞ
れの保育者が、心に残ったエピソー
ドや今の自分の気持ちを自由に綴

つづ

り、私がそれに感想を加えます。子
どもを見る目がどれだけ豊かになっ
ているかなど、保育者の成長が確認
できるものになっています。これも
保育の振り返りの機会のひとつで
す。
　交換ノートは強制ではないので、
月に数回書く保育者もいれば、２カ
月に一度くらいのペースで書く保育
者もいます。それでもまったく書か
ない保育者はいません。それは、書
くことを強制していないからだと私
は思うのです。強制されると内容が
単なる報告になり、読んでもきっと
つまらないものになるはずです。そ
して、私の「つまらないなあ」とい
う気持ちは保育者に伝わってしまい
ます。
　今、交換ノートの内容はどれもと
てもおもしろく、いつも心待ちにし
ています。保育者の主体性を信じ、
気軽なコミュニケーションの場をつ
くることが、振り返りを充実させ、
園全体の保育の質の向上につながっ
ていると思います。
　保育の現場で働く人たちは、
ちょっとした雑談のときも、いつも
子どものことを話しています。そし
て一見おしゃべりのようなリラック
スした雰囲気で話すときほど、保育
の核心を突くような言葉が飛び出し
てくるものです。保育観やキャリア
の違いを認めながら、型にはまらず、
自由に子どもについて語り合うこと
が最も大切なのだと思います。

ほかの先生の考えも知ることで
保育に余裕が生まれる
　毎週金曜日のカリキュラム会議で

は、園長先生が用意してくれたお菓子

を食べながら、その週の振り返りを

行っています。1週間の中で一番保育に

ついて話ができる時間で、同じねらい

の活動でもクラスごとに内容が違うこ

ともあるので勉強になります。次週に

生かせる具体的なアドバイスをもらう

ことも多いです。

　例えば、運動会のリレーでは子ども

たち自身で走る順番を決めますが、ど

ういう順番だと勝てるか、アイディア

がなかなか出てこないチームもありま

す。行き詰まっているようにも見える

子どもたちに、アドバイスするか、そ

れとも見守るか迷っていることをカリ

キュラム会議で話したところ、「順番

の変え方を教えてあげることで、子ど

もたちが自分で工夫できるようになる

かも」「秘密の作戦会議をしようと声

をかければ、子どもたちの気持ちが盛

り上がるのでは？」などとアドバイス

をもらいました。ほかの先生の考えを

聞くことで、子どもを見る視野が広が

り、気持ちが楽になった気がしました。

園長先生と感動を
共有できるのがうれしい
　私たちの毎日は確かに忙しく、じっ

くり保育を振り返る時間はカリキュラ

ム会議以外にはなかなか取れません。

だからこそ、掃除の時間など、ちょっ

とした時間でのほかの先生との雑談を

大切にしています。遠足などの大きな

行事が続いているとき、「子どもたち

も興奮して、生活にちょっと落ち着き

がなくなっているね」「わらべうたの

時間を少し多めにして、気持ちを落ち

着かせようか」など、そのときそのと

きに気がついたことを話し、日々の保

育へとつなげています。

　園長先生との交換ノートを書くの

は、月に1回くらいです。感動したこ

と、おもしろいと思ったことがあった

とき書いています。わかりやすいよう

に、写真を貼って伝えることもありま

す。書くことで自分の考えや気持ちが

整理できますし、保護者のかたにエピ

ソードをお話しするときも上手に伝え

られるようになります。

　園長先生も交換ノートを楽しみにし

てくださっているようで、間が空くと

「そろそろ下温湯先生のノートが読み

たいなあ」とおっしゃるんです。私が

紹介したエピソードを園長先生が園だ

よりで紹介してくださったときは、「園

長先生も感動してくれたんだ！」と、

うれしくなります。

５歳児担当

下
しも

温
ぬ

湯
り

智
ち

佳
か

先生

図２　４度の改訂を経て数年前まで使用されてい
た週案

下温湯先生のノートより

保育者の声

大切なのは保育の「主観」をみがく
対話の場をつくること

保育者の主体性を信じ、
保育の質を高める

同僚間での振り返りを充実させ、
日々の保育の質を高める
きらきら星幼稚園（福岡県・私立）
それぞれの園の状況によって保育の振り返りの方法はさまざまです。
きらきら星幼稚園では、保育観やキャリアの違いを尊重した保育者同士の
自由な語り合いを重視する過程で、統一された書類の活用をとりやめ、一人ひとりが
考えやすい形での振り返りに変えていきました。

事例

きらきら星幼稚園
園長
黒田秀樹先生

きらきら星幼稚園
◎「子どもが子どもの時間をいっぱい呼吸できる園づくり」を目指
し、わらべうたや絵本を通した幼児期にふさわしい感性の教育、
自然の中での体験を大切にした保育を展開している。

園長	 黒田秀樹先生
所在地	 福岡県行橋市矢留810
園児数	 ２８０人（３～５歳児）
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明日の保育につながる
振り返り

第 1
特集



1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （%）

年少時

年中時

年長時

ほとんど毎日 週に３～４日 週に１～２日 月に１～３日 無回答・不明
ほとんどない

31.8

25.5 17.8 30.0 15.5 10.0

17.8 15.8 19.8 16.330.0

23.0 26.1 12.0 6.6 0.5

1.1

0.3

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （%）

年少時

年中時

年長時

5分未満

17.7

５～15分未満

54.1

15～30分未満 無回答・不明

19.9

30分～1時間未満 1時間以上

6.4 0.3
1.6

4.319.651.921.4 1.1
1.7

4.018.349.726.1 0.4
1.6

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （%）

絵本の文字をそのまま読む

登場人物によって、声を変えて読む

子どもに質問をしたり、子どもの
質問に答えたりしながら読む

子どもがわからないと思われる
ところに、説明を加えたりして読む

指で文字をたどりながら読む

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （%）

年少時

年中時

年長時

ほとんど毎日

38.5

週に３～４日

27.9

週に１～２日 無回答・不明

22.0

月に１～３日 ほとんどない

7.1 3.9 0.6

3.57.124.728.834.9 0.9

4.09.226.125.134.9 0.7

35.7
31.9

36.0
84.0

81.0
82.2

56.8
55.4

48.9
49.7

52.8
47.2

25.6
24.7
24.8

■年少時
■年中時
■年長時

本調査の結果を引用される際には、調査名称を記載してください〈例：ベネッセ教育総合研究所
「幼児期から小学１年生の家庭教育調査・縦断調査（３歳児～５歳児）」（2014）〉。

成長するにつれ、
読み聞かせ頻度も時間も減っていく

Q あなたは日頃、どれくらいの頻度でお子さまに絵本や本の読み聞かせをしていますか。
（あてはまる番号１つに○）

３～５歳児家庭の
読み聞かせの現状

データから見る幼児教育

引用・転載時のお願い

ベネッセ教育総合研究所は、全国の約1,000人の保護者を対象に、「子どもの学びの芽生えと母親の関わり、

小学校に向けての意識」に関して3年間の縦断調査（追跡調査）を行いました。今回は、この調査の中から、読

み聞かせに関するデータを中心に紹介します。園から家庭への情報提供の材料のひとつして、ぜひご活用ください。

図1 読み聞かせの頻度

Q あなたは先週１週間の中で、1日平均、どれくらい読み聞かせをしていましたか。
（あてはまる番号１つに○）

図２ 読み聞かせ　1日あたりの平均時間

質問に答えたり、説明を加えるなど、子どもの様子に
応じながら読み聞かせをしている人は約半数

Q 読み聞かせのときのあなたの様子を教えてください。（あてはまる番号すべてに○）

図４ 読み聞かせの際の保護者の様子

約3～4割の子どもがほとんど毎日、
ひとりで絵本や本を読んでいる

Q お子さまがひとりで絵本や本を読む（見る）ことはどれくらいありますか。

図３ 子どもがひとりで読む頻度

図１は絵本や本の読み聞かせ頻度について聞いたも
のです。「ほとんど毎日」している割合は、年少31.8％、

年中25.5％、年長17.8％でした。子どもの年齢が上がるにつれて
読み聞かせの頻度は少なくなっていきます。
図２は、読み聞かせをしている人に対して、１日あたりの平均時間を
聞いています。「５分未満」は年少17.7％、年中21.4％、年長
26.1％と増加しており、１日あたりの読み聞かせの時間も、年齢が

上がるにつれて短くなっていく様子が見られました。
図３は、子どもがひとりで読む頻度について聞いたものです。 年齢に
関わらず、約３～４割の子どもがほとんど毎日ひとりで絵本などを読ん
でいます。 図４は、読み聞かせのときのおうちのかたの様子について
聞いたものです。おうちのかたの読み方は、子どもの年
齢が変わっても大きな差は見られませんでした。 

高岡純子◎ベネッセ教育総合研究所次世代育成研究室室長。妊娠・出産や子育てなど就学前の家庭を対象とする調査研究に携わる。

研究員解説

※読み聞かせをしている人のみ。

※読み聞かせをしている人のみ。
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出典：『幼児期から小学１年生の家庭教育調査・縦断調査（３歳児
〜５歳児）』（2014）
調査対象：年少時から小学１年生までの継続調査に同意した母親
有効回答数：1,077人  

調査時期：2012 年 1・2 月～ 2014 年 1月 　調査地域：全国
調査方法：郵送法（自記式アンケートを郵送により配布・回収） 
調査項目：子どもの生活時間／子どもの学びのレディネス／母親の
関わり／母親の教育観／園・小学校の満足度など

http://berd.benesse.jp/jisedai/research/detail1.php?id=3684


16

調査データを踏まえ、園ができる支援について考える

幼児期ならではの読み聞かせの楽しさを
園だよりなどで保護者に発信を

年齢が上がるにつれて読み聞かせの頻度や平均時間が減る中、家庭での読み聞かせ
を活発にするために、園ができる支援はどのようなものが考えられるでしょうか。東
京大学大学院教育学研究科教授の秋田喜代美先生にうかがいました。

文字が読める年長児にも
年齢相応の読み聞かせを

　読み聞かせの頻度や 1 日あたりの
平均時間が減る理由として、幼児期
になると園で絵本の読み聞かせをし
てもらう機会が増えるため、乳児期
のように家庭で読み聞かせの時間を
設けなくてもよいと考える保護者が
増えている可能性が考えられます。
　年齢が上がるにつれて子どもが文
字を読めるようになると、 もう読み
聞かせはしなくてもいいと思う保護
者がいらっしゃるのかもしれませ
ん。ただ、文字が読めるようになっ
ても継続して読み聞かせをすること
は、非常に大切です。読み聞かせは、
読んでいる人や聞いている仲間と絵
本の世界を共有することができ、絵
本を読んでもらうプロセスに楽しさ
を感じられるからです。

　特に幼児になると、絵本の世界を
さらに深く楽しめるようになりま
す。場面の間のつながりが理解でき
るようになるので、次の展開を予想
してわくわくします。同じ本を繰り
返し読んでもらうことで、好きなフ
レーズを見つけたり、絵を丁寧に見
て新しい発見をしたりする楽しさも
知ることができるでしょう。また、
5 歳児になるとシリーズものも好む
ようになります。ひとつの作品を通
じて得られた情報をもとに、「次は
きっとこんな展開になるんじゃない
か」と推測して楽しめるようになる
からです。この時期にふさわしい読
み聞かせがあるということを、保護
者にも伝えてほしいと思います。
　幼児期だから、絵本を通して文字
を学ばせよう、内容を理解させよう
とする必要はありません。文字を読
める、語い力がつくというのは副次

的な効果でしかないからです。年長
になると子どもからの質問が減りま
すが（図省略）、それは自分で予測
したり、お話の世界の余韻を楽しめ
るようになってきたからです。保護
者からの質問も減少傾向にあります
が（図 4）、子どもが何か発見したと
きに一緒に喜び、「もっと続きを聞
かせて」といった子どもの声を引き
出すような応答性が、保育者にも保
護者にも求められています。

読み聞かせシーンを撮影し
楽しそうな様子を紹介

　読み聞かせの重要性を保護者に伝
えるために、今回のようなデータを
保護者にそのまま紹介するのもひと
つの方法ですが、子どもが読み聞か
せを楽しんでいる場面を視覚的に伝
えることも効果的だと思います。
　例えば、園での読み聞かせのシー
ンを写真に撮って、掲示してみては
いかがでしょうか。子どもの真剣な
表情や楽しそうな様子が伝われば、
家庭でも継続して本を読むきっかけ
になると思います。また、子どもに
人気の本を園だよりで紹介したり、
保育室に展示したりするのもよいで
しょう。保護者に園で読み聞かせを
してもらう機会を設け、子どもたち
の表情を感じてもらうのもよいかも
しれません。保育者が当たり前だと
思って実践されていることを、ぜひ
保護者とも共有し、読み聞かせの輪
を広げていただきたいですね。

東京大学大学院教育学研究科教授

秋田　喜代美
あきた・きよみ

日本保育学会会長。専門は保育学、発達心理学、教育心理学、
教師心理学。著書に、『保育の温もり』『保育のおもむき』（い
ずれもひかりのくに）など。



ベネッセ教育総合研究所は、

子どもたちの成長に寄り添う研究と

社会への発信を通して、

一人ひとりが学びに向かい、

今と未来を“よく生きる”ことに

貢献することを目指しています。

子どもは未来

◎「生涯にわたり学ぶ力の土台が、遊びを通して形成さ

れる」。このことを保育者自身が、子どもの姿、子ども

の遊びから読み取り、自分の言葉で語れるようになるこ

とが大切だと思います。私たちが子どもと日々、繰り広

げている遊びは、こんなに豊かで、こんな学びがあるの

だと、自信をもって言えるようになりたいと思いました。

「遊びの意味を読み取る視点」と「『理解』から『援助』

につなぐための記録の視点」は具体的でよくわかり、す

ぐに取り入れたいと思いました。

◎私たちは子どもの遊びについて、それが何らかの発達

や成長のためになるようにという思いから、つい１から

１０までお膳立てしがちです。子どもが自発的に遊んで

いるときには、見守っていていいのだという意見は私に

とって大きな学びでした。

◎同僚との間に「今日はうまくいかなかったなあ」と愚

痴を言える関係があればという意見には、強く共感しま

した。ささいなつぶやきも受け入れ合える職場であれば、

アクシデントへの対応も迅速になるでしょう。

◎新卒で採用した保育者が、日々の業務の中で主任や園

長とのコミュニケーションがうまく取れず、保護者の対

応がその個人の技量に大きく左右されることが起きてい

ました。第２特集の記事を回覧することで、日々のコミュ

ニケーションが取りやすくなったとともに、共通の認識

をもてるようになりました。

◎第2特集で、全ての保護者は「その子の親でありたい

と願っている」「親としての力をもっている」と明言さ

れていて、救われた思いがしました。保育者の職務は厳

しく、多忙ではありますが、保護者が変わったから保育

が大変になったのではなく、育児や保育は本来大変な取

り組みだということを、基本認識に据えることが大事だ

と思いました。 

◎現場では「子どもはかわいいけれど、保護者が…」と

いう言葉も聞きます。そのため、第2特集のように具体

的な事例を出して解説してくださるのは参考になりまし

た。保育の専門家だからこそできる保護者支援があるこ

とを、改めて知らされました。さらに「保育の専門性」

を高めていきたいと思います。

◎これまではついトップダウンになりがちで、保育者全

員の意見を聞いていても、園長が提案したことが決定事

項になり、意見を求めても下を向いてしまう保育者もい

ました。特別企画を参考に、ワークショップ型の園内研

修を始めてからは、それらがなくなったように思います。

（愛知県・公立保育園）

（熊本県・その他保育所）

（北海道・私立幼稚園）

（神奈川県・私立幼稚園）

（北海道・私立保育園）

（群馬県・私立幼稚園）

（愛知県・認定こども園）
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私は新人時代、１日の仕事の振り返りのために日誌を書か
ねばなりませんでした。当時は何を書いてよいかわからず、

時間もかかり、苦手意識がありました。園の若手の先生も日々の振り返りに
対して同じ思いかもしれません。そのような先生がたに、振り返りのそもそも
の意味や観点、明日への生かしかたなどを伝えることで、毎日の振り返りが
楽しくなるかもしれないと今号の取材で感じました。（橋村）

編集後記
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